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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2020-33981(P2020-33981A)
【公開日】令和2年3月5日(2020.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-009
【出願番号】特願2018-163426(P2018-163426)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｂ  39/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｓ   1/54     (2006.01)
   Ｂ６０Ｓ   1/60     (2006.01)
   Ｂ６０Ｓ   1/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｂ   39/00     １０７Ｚ
   Ｂ６０Ｓ    1/54     　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｓ    1/60     　　　Ｚ
   Ｆ０４Ｂ   39/00     １０３Ｋ
   Ｂ６０Ｓ    1/48     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　コイルばね４０は、ピストン２０の主軸受２２に挿入され、軸方向一方に向かう力をピ
ストン２０に付与する。詳細については後述するが、圧縮板２１は、ピストン２０の軸方
向一方の端部であり、主軸受２２は、ピストン２０の軸方向他方の端部である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　図１２は、減速機３４の平面図である。図１２を参照して、減速機３４は、大歯車３４
１と小歯車３４２とを含む。図１２において、大歯車３４１に形成される歯を省略してい
る。大歯車３４１の径は、小歯車３４２の径よりも大きい。大歯車３４１及び小歯車３４
２は、同心軸上に配置され、互いに固定される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　副軸６０の軸方向他方の端部は、側板部１２１により保持される。具体的には、図示し
ない凹部が、側板部１２１における軸方向一方の面に形成されている。副軸６０の軸方向
他方の端部は、この図示しない凹部に嵌め込まれることにより、蓋部１２の側板部１２１
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により保持される。なお、副軸６０の両端部の少なくとも一方が、筐体１０に保持されて
いればよい。


	header
	written-amendment

